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第 1 章である 11。このテクストはガブリエルの最初の邦訳であり、主として後期シェリングの主要概念の一

























ここで 「先回りできない存在」に 「先」回りできない、あるいは 〈つねに-すでに〉という風に時間的な要因
が盛り込まれているが、他方でこの上述の文章を引用するまでの叙述で示されているように、消極哲学の不








まりは 「A は B である」という文において有意味かつ強調的であるならば、つまりはコプラが実在的である
ならば、「A は B である」の意味は次の通りである。つまり A は B の主語である、すなわちそれ自体では存
在せず B の本性により存在する（さもないと、この文は空虚な同語反復になってしまう）ということであ
り、あるいは A は B ではあり得ないものでもあるということである 13。 
 
言うならば命題論を非存在、この場合は B との関連で 「別様であるという、まだない」との関連で解釈する
ということになる。この判断論の構造を「意義の領野」論的に言い換えると、次のようになる。 
 
x を F として限定する場合、自動的に x は判断の主語として据えられる。いかなる判断であれ、a はわれわ
れ以前の限定された主体であるよう据えられ、その a からシェリングの言うように 「離脱」してわれわれは
観念に到達する。われわれが客体との関係にあっていかなるものも指示するためには、客体を意義の領野に
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据えなければならない。つまり客体を何かとして定義しなければならない。客体の判断が通用する前にわれ
われが扱うのは、われわれに与えられて J、ないし K 等々として限定されると、直ちに引きこもる x にとど
まる。この事態をシェリングはスコラ流に表現する。つまりあらゆる x は存在するか現実的にアクトゥスに
なったと主張するのに対し J、K その他の可能な x の限定をポテンツとして指示する 14。 
 
実を言えば 「意義の領野」ないし 『神話の哲学』の判断論に似た議論が、山口訳の 『世界年代』にも見出せ
る。 
 
あらゆる判断、例えば 「A は B である」の真なる意味は、本来的に、A であるものが、B であるものである、
言い換えれば、A であるものと B であるものが同じである、と言うことに過ぎないのである。それゆえ、単
純な概念の根底にすでに二重性が存している。つまり、この判断における A は A ではなく、A である X で
あり、B は B ではなく B である X であり、これらはそれ自身で、あるいはそのものとして同じものではな
く、A である X と B である X が同じものなのである。この命題の内には、本来、三つの命題が含まれてい
る。すなわち、まず、「A は X である」、第二に命題「X は B である」、そしてここから始めて第三の命題、
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